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本研究では、読解力を「①根拠を明確にし、②考えを表現し、③物語の展開を理解する力」と

定義し、読解力向上を目指した授業デザインの開発・実践を行いました。「読む」と「書く」を

つなげる授業構成を考え、「語り手の視点を変えた物語文の創作」に焦点を当てた授業デザイン

を開発し実践した結果、構成能力である「①根拠を明確にする力」「②考えを表現する力」「③物

語の展開を理解する力」が向上したことが明らかとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

語り手の視点を変えた       物語文の創作 

②考えを表現する力 ①根拠を明確にする力 

読解力向上を目指した授業デザインの開発 

―語り手の視点を変えた物語文の創作に焦点を当ててー 

静岡大学大学院教育学研究科 

教育実践高度化専攻教育実践開発コース教育方法分野 

 

読む 書く 

 

③
物
語
の
展
開
を
理
解
す
る
力 

目指す読解力の構成能力

①根拠を明確にする力
③物語の展開を理解

する力

⽂章から根拠を明確に
持つことができる⼒

⼈物の⾔動が展開にどの
ように関わっているかを
理解することができる⼒

⼈物の⼼情を⾃分の⾔
葉で表現することがで
きる⼒

②考えを表現する力

問題の所在 研究デザイン・⽅法 結果・考察 成果と課題・展望



 

 

 

 

本研究では、「読む」（根拠を明確にする力）と「書く」（考えを表現する力）を結びつけた実

践として、語り手の視点を変えた創作活動を活用した創作方略を開発しました。 

【本研究における創作⽅略】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ２ ３ ４ ５ ６（時間）

事
前
テ
ス
ト

上位層
中位層
下位層
の分類

創
作
⽅
略
の
授
業

根拠

第１場⾯（導⼊） 第２場⾯（展開） 第３場⾯（⼭場） 第４場⾯（終結）

⼼情

読む

書く

個⼈

根拠 根拠

⼼情

⼩集団 根拠は本当に正しいか？

⼼情表現は適切か？

事
後
テ
ス
ト

各層の質的検証

各
層
の
検
証

質
問
紙

研究デザイン・⽅法 結果・考察 総合考察問題の所在

１. 語り手の視点を変えた創作方略の授業デザインの開発 

語り手の視点を変えて「読む」と「書く」を繰り返すことを通して、根拠を明確にし、自

分の考えを表現することができる読解力の向上につながる方略の設定。 

 

 

読解力を育成する単元・授業デザイン（①〜④を基盤に作成） 

① １時間目に事前テストを行い、事

後テストの点数と比較し、効果を

検証します。 

③ 創作方略の授業を行い、語り手

の視点を変えた創作活動につい

て理解する機会を設定します。 

②２時間目から５時間目においては、物語

を４つの場面に分割し、場面ごとに語り

手の視点を変えて創作します。 

④小集団活動では、他者と比較すること

で、根拠の明確性や心情表現の適切性を

議論します。 



 

 

 

 

 

2023 年６月に、本研究で開発した単元・授業デザインに基づき、『セミロングホームルーム 

（三省堂）の授業を６時間行いました。私（竹内）からトリノ（鳥野）に視点を変えた創作活動

に取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 「私とトリノは驚いて

何も言えなかった。」とい

う叙述に着目しました。 

② 瀬尾くんが最初

からセミの存在に気

づいていたことに驚い

たトリノの心情を表現

しました。 

２.  授業実践事例『セミロングホームルーム』 

① 窓の外をちらっと見て咳払いをしている黒岩先生の様子や「先生か 

ら頼んだぞ。と言われている気がした」という描写から、黒岩先生のメ

ッセージを受け取っているトリノの心情を表現しました。 
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本
時
の
目
標 

 

場
面
④
を
ト
リ
ノ
の
視
点
に
変
え
て
創
作
し
よ
う 

黒
岩
先
生
は
窓
の
外
を
ち
ら
っ
と
見
る
と
、
咳
払
い
を
し
な
が
ら
教

室
の
前
に
戻
っ
て
い
っ
た
。 

        

僕
は
、
左
の
窓
を
ゆ
っ
く
り
と
開
け
始
め
、
静
か
に
、
静
か
に
、
自
分

の
窓
際
の
窓
が
開
く
よ
う
に
、
窓
を
滑
ら
せ
る
。ク
ラ
ス
の
ざ
わ
め
き
が
消

え
な
い
今
が
チ
ャ
ン
ス
だ
。
僕
は
音
を
立
て
な
い
よ
う
に
立
ち
上
が
る
と
、
瀬
尾

く
ん
の
背
中
に
そ
ろ
そ
ろ
と
手
を
伸
ば
し
、
止
ま
っ
て
い
る
セ
ミ
を
人
さ
し
指
と

親
指
と
で
そ
っ
と
つ
ま
ん
だ
。
そ
し
て
、
光
の
速
さ
で
外
に
放
り
投
げ
た
。 

「
ば
い
ば
い
」
と
竹
内
が
言
っ
た
。
途
中
ま
で
身
動
き
一
つ
し
な
か
っ

た
セ
ミ
は
、
ジ
ジ
ッ
と
鳴
き
な
が
ら
遠
く
ま
で
飛
ん
で
い
き
、
そ
の
去

り
際
の
鳴
き
声
は
ク
ラ
ス
の
喧
騒
の
中
で
無
事
に
か
き
消
さ
れ
た
。 

       

そ
の
と
き
、
瀬
尾
く
ん
が
初
め
て
振
り
返
っ
た
。
瀬
尾
く
ん
は
僕
を
見

た
か
と
思
う
と
、
小
さ
な
声
だ
っ
た
け
れ
ど
、
は
っ
き
り
と
、「
あ
り
が

と
う
。
」
と
言
っ
た
。 

     

「
座
っ
て
い
い
ぞ
。
鳥
野
。
」
事
の
て
ん
末
を
知
っ
て
い
る
黒
岩
先
生
が

妙
な
注
意
を
す
る
と
、
僕
は
人
差
し
指
で
ず
れ
た
メ
ガ
ネ
を
直
す
と
、

よ
う
や
く
先
生
の
言
葉
に
従
っ
た
。 

          

物
語
の
視
点
を
変
え
た
創
作
活
動
を
通
し
て
、
関
連
付
け
、
変
換
の
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

握
手
で
も
交
わ
し

た
い
心
境
で
詰
め

て
い
た
息
を
大
き

く
吐
き
出
し
た
の

だ
っ
た
。 

こ
こ
が
チ
ャ
ン
ス
だ
と
知
っ
て
い
る
黒
岩
先
生
は

「
頼
ん
だ
ぞ
。
」
と
言
う
励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

く
れ
た
気
が
し
た
。 

先
生
か
ら
「
頼
ん

だ
ぞ
。
」
と
言
わ
れ

て
い
る
気
が
し

た
。 

私
と
ト
リ
ノ
は
驚

い
て
何
も
言
え
な

か
っ
た
。
ト
リ
ノ

は
立
っ
た
ま
ま
座

れ
な
く
な
っ
て
い

る
。 

僕
は
詰
め
て
い
た
息
を
大
き
く
吐
き
出
し
た
。
あ
ー

良
か
っ
た
、
安
心
し
た
。 

え
っ
。
瀬
尾
く
ん
気
づ
い
て
い
た
の
？ 

僕
は
驚

い
て
何
も
い
え
ず
呆
然
と
立
ち
尽
く
し
て
い
た
。 

考えを表現する⼒ 

Ａ 「握手でも交わしたい心境で詰めていた息を大きく吐き

出した」という叙述を根拠として、トリノの安心感を表現

しました。 

根拠を明確にする⼒ 

Ａ Ｂ 

①  ②  



 

 

 

事前・事後テストを行い、ルーブリックに基づき、点数化する中で、８点〜６点を上位層、

５点〜４点を中位層、３点〜２点を下位層に分類しました。事前・事後テストの得点の平均値を

検討するために、t検定（2 つの平均値を比較する方法）を用いて全体と各層の平均値の差を比

較ました。結果を見ると、全体では実践前の事前テストより、実践後の事後テストが 0.1％水準

で有位に高くなりました（t（75）＝3.85、p＜.001）。この結果から、読解力が有位に高くなる

ことが明らかとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 評価方法・効果の検証―事前・事後テスト 

① 事前・事後テスト 

・測定⽅法

測定対象 根拠を明確にして、⾃分の⾔葉で⼼情を表現する⼒

時期 単元前「都道府県⼊試問題を参照した問題」
単元後「都道府県⼊試問題を参照した問題」（単元前とは異なる）

⽅法 登場⼈物の⼼情を読み取る記述式の問題２問で構成されており、ルーブリックに
基づき４段階で評価し、１〜４点を配点した合計８点で前後の読解⼒を⽐較する
Ａ Ｂ Ｃ D

ルーブリック ⽂章中の根拠
を関連づけて、
⾃分の⾔葉で
⼼情を表現し
ている

⽂章中の根拠を
関連づけている
が、⾃分の⾔葉
で⼼情を表現で
きていない

⽂章中の１つの
根拠にしか着⽬
できていない

根拠に着⽬でき
ず、⾃分の⾔葉
で⼼情を表現で
きていない

研究デザイン・⽅法 結果・考察 今後の展望問題の所在

***p＜.001

・語り⼿の視点を変えた創作活動を通
して読解⼒が向上する。

結果

・根拠を明確にする⼒、⾃分の考えを
表現する⼒が⾼まった。

***
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授業で活⽤したワークシートを元に、縦軸を根拠、横軸を表現として⽰した測定表を⽤いて、
「根拠を明確にし、考えを表現する⼒」を４段階で評価しました。 

【セミロングホームルーム２回目（中位層）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【セミロングホームルーム４回目（中位層）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．  評価方法・効果の検証―創作ワークシートー 

【（例）中位層の変化】 

【上位層】 

 ２回目から右上に多くの

生徒がいましたが、４回目で

は右上に約２１％の上昇率

が見られました。 

【中位層】 

 ２回目は右上、左上、左

下に分かれていましたが、

４回目では右上に約４３％

の上昇率が見られました。 

【下位層】 

 ２回目は左下に多くの生

徒がいましたが、４回目で

は右上に３０％の上昇率が

見られました。 

表現＋表現−

根拠＋

根拠−

２

３

１
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セミ場⾯②
中位

２
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27
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6644
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52

5939

26

46

76 ３

49

70

74

⼈物の⼼情を⽂章中の⾔葉を根拠とし
て適切な⾔葉で表現している

⼈物の⼼情を⾃分の⾔葉で適切に表現しているが、
根拠が明確でない。

根拠は明確であるが、⼈物の⼼情を適切
な⾔葉に表現できていない

根拠が不明確であり、⼈物の⼼情を⾃分の⾔
葉で適切に表現できていない。
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表現＋表現−

根拠＋

根拠−
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⼈物の⼼情を⽂章中の⾔葉を根拠とし
て適切な⾔葉で表現している

⼈物の⼼情を⾃分の⾔葉で適切に表現しているが、
根拠が明確でない。

根拠は明確であるが、⼈物の⼼情を適切
な⾔葉に表現できていない

根拠が不明確であり、⼈物の⼼情を⾃分の⾔
葉で適切に表現できていない。

 



 

 

 

 

 

事前・事後テスト、創作ワークシートの測定結果を関連づけて考察したことを表にしてまとめ

ました。全体的には、事前・事後テストの測定結果に表れているように、語り手の視点を変えた

創作活動を軸とした本研究の単元・授業デザインによって、「根拠を明確にする力」、「考えを表

現する力」、「物語の展開を理解する能力」が向上することが明らかとなりました。さらに本研究

の内容を知りたい方は畠・石上（2023）を参考にしていただければ幸いです。 

 今回開発した単元・授業デザインを基に、さらに効果・効率的な単元・授業デザインを開発し、

実践に取り組んでいきたいと考えています。 

【成果：◎  成果&課題：○  課題：▲】 
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 上位層 中位層 下位層 

 

根拠を明確

にする力 

的確に文章の叙述に着

目することで、根拠を明

確に持つことができた。 

 

 

複数の叙述を関連づける

ことで、より明確に根拠を

持つことができた。 

協働学習により根拠を

持てた一方、根拠の見付

け方に困り感があった。 

考えを表現

する力 

視点を変えることで豊

かに心情を表現するこ

とができた。 

 

 

自分の考えを心情として

正確な言葉として表現で

きないこともあった。 

書くことに少しずつ慣

れてはきたが、まだ抵抗

感がある生徒が多い。 

物語の展開

を理解する

力 

物語の展開を踏まえな

がら人物の言動の意味

を捉えることができた。 

 

 

物語の展開を把握できず、

適切に心情を表現できな

いこともあった。 

複数の人物同士の関係

を捉えることに苦手意

識を感じている。 

５. 成果と今後の展望 
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